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アート引越センター（株）業務部 部長 高鍋博幸さん 「課題走行」はパーテーションで囲まれたエリア内の3ヵ所に駐車（駐車する
向きも指定）した上でゴールまでのタイムを競う

「点検（日常点検）」で使用される車両には整備不良の箇所があり、それを見つ
けなければならない

「学科」では交通法規、車両構造などに関する80問（正誤選択式）を出題

すべりやすい路面での安全運転を考えてもらうためのスキッド走行。カーブの途
中、あえてアクセルを踏んで、後輪駆動と前輪駆動の挙動の違いを感じてもらう

インストラクターが運転するクルマの先導でレーシングコースを体験

中央の矢印の方向に素早く画面をなぞると討伐成功

「一閃」ホーム画面

横に並んだ5つの矢印のうち中央の矢印が妖の弱点を示す

「一閃」の
ダウンロードは右の
二次元コードから

そのため、選手を応援しようと300名近くが交通教育セン
ターに駆けつけた。
競技終了後の講評では、交通教育センターの倉田和昭インス
トラクターが「皆さんだけ安全運転ができているだけでは不
十分です。MDCを通じて学んだことを一人でも多くの同僚に
伝えるなど、職場全体に展開してください」と強調した。
最後に、各部門の種目別と総合の入賞者を表彰。2トン車部
門・総合は神田直哉さん（アート引越センター 横浜支店・セク
ションリーダー）、3トン車部門・総合は柏木隆二さん（同 横浜
都筑支店・テクニカルアドバイザー）が優勝した。
支店で指導的な役割を任されているという二人は次のように
感想を語った。「練習の時から周囲の安全を最優先にして取
り組みました。本番は『早くレベルの高い』ではなく、『安全に
かつ効率よく』を常に意識したことが、優勝につながったと思
います。支店で朝礼時の運行前点検時や、現場同行時での市
街路走行時など、今まで以上に深掘りし、細かい所まで指導・
共有していこうと考えています」（神田さん）。「MDCへの参加
を通じて、目標に向かって計画的に取り組む力や課題を分析
して解決策を考える力を養うことができたと思います。交通
教育センターのインストラクターの方と接する中で、技術や
知識だけではなく、相手の状況に合わせて伝え方を工夫する
ことの大切さを学べました」（柏木さん）。

参加選手は競技だけでなく
スキッド走行なども体験

今回、交通教育センターでは決勝の参加選手にスキッド走行
とサーキット走行というプログラムを用意。スキッド走行では
低ミュー路（すべりやすい路面）のコースを後輪駆動と前輪駆
動のクルマで乗り比べ、車体がすべった際の挙動の違いなど
を感じてもらう。サーキット走行は鈴鹿サーキットのレーシン
グコースを一人ひとりがハンドルを握り体験するというもの
で、コース内で記念写真を撮影する時間も設けられた。
「運営方法をはじめ、スキッド走行の体験など交通教育セン
ターから様々な提案をいただき、充実したコンテストになり
ました。予選から『鈴鹿に行きたい！』と参加する選手のモチ
ベーションが上がっていました。予選に出場する選手は各支
店で練習をします。その姿を見ることで、出場しない社員の
安全意識も自然と高まっているようです。さらに、選手を様々
な形でサポートするようになり、職場の一体感も増していま
す」と、高鍋さんは鈴鹿でのMDC開催の効果を感じている。

アートグループでは、若い乗務員の安全運転意識の向上をめ
ざすことを目的に昨年、「安全教育センター」を関東と関西に
1ヵ所ずつ設置し、新入社員を中心に乗務員を養成。指導は、
長年トラックに乗務し、無事故無違反だった社員が担当して

参加者の思い出に残る場所で
コンテストを開催したい

アートグループの中核企業であるアート引越センター（株）（本
社：大阪府大阪市）は、1976年に日本初の引越専業会社として
スタート。以来、引越を“運送業”ではなく“サービス業”として
発展させてきた。アートバンライン（株）（本社：大阪府大阪市）
はチャーター便や長距離輸送などの物流サービス、アート
セッティングデリバリー（株）（本社：東京都中央区）は単身者
向け引越しサービスや大型家財の配送・設置サービスを担う。
トラックの保有台数はグループ全体で約4000台である。
アートグループは、2024年から「ムービングドライバーズコン
テスト（以下、MDC）」を毎年開催している。その背景をアー
ト引越センター（株）業務部 部長 高鍋博幸さんは次のように
説明する。「業務中の交通事故の低減がグループ内で大きな
課題となっていました。当社では社員が引越技術や営業力を
競うコンテストを行っていたので、トラック乗務員を対象にも
コンテストを開催すれば、安全運転意識の向上に寄与し、交
通事故ゼロに近づけられるのではないかと考えたのです」。
MDCは第1回が日野自動車お客様テクニカルセンター（東京
都羽村市）、第2回が中部トラック総合研修センター（愛知県
みよし市）で実施。第3回となる今回は「安全領域のレベル向
上」「安全な職場環境の構築」をテーマに新たなステップへと
踏み出す大会として位置づけ、高鍋さんらMDCの運営を担
当する事務局は、参加者の思い出に残る場所で開催したいと
考えていた。「その考えのもと、選んだのが鈴鹿サーキット交
通教育センター（以下、交通教育センター）でした。鈴鹿サー
キットは日本のモータースポーツの聖地で、交通教育セン
ターは約60年にわたる安全運転普及活動の歴史がありま
す。参加者に『安全とは何か』を考えてもらうのに、これ以上
の場所はないと思いました」と高鍋さんはいう。

全国4エリアの予選を通過した
30名の乗務員が決勝で競い合う

第3回MDC決勝には、30名の乗務員が選手として出場。この
30名は全国を4つのエリアに分けて行われた予選会を通過し
たアートグループの精鋭である。決勝は2トン車部門（17名）、
3トン車部門（13名）に分かれ、「学科」「点検」「課題走行」
「市街路走行」の4種目で競う。
「学科」は交通ルール（法令）などを中心とした筆記テスト。「点
検」では日常点検の正確さを評価する。「課題走行」はパーテー
ションで囲まれたエリア内の指定箇所に駐車し、ゴールをめざ
す。「市街路走行」では、選手が交通教育センター内の指定コー
スを走行。交通教育センターのインストラクターが助手席に同
乗し、交通ルールに則った運転ができているかを確認する。各
種目は、運転に関わる場面で安全を意識した行動選択ができ
ているか、再確認してもらうことを目的としたものだ。
MDCは選手の同僚や家族が観覧できるようになっている。

いる。さらに、全国4エリアに各1名配置された「運行管理長」
が各支店の乗務員に定期的な教育を行っている。MDCの開
催と合わせ、グループ全体で安全領域のボトムアップに取り
組んでいく考えだ。

 Close Up クローズアップ Hondaの活動

「一閃」はHondaが開発した認知機能トレーニングアプリ。ゲームの要素を取り入れ、日々継続することで、安全運転につな
がる注意力や集中力を楽しみながら鍛えられる。Google PlayまたはApp Storeからダウンロードでき、利用は無料。

安全運転につながる注意力や集中力を楽しく鍛える
認知機能トレーニングアプリ「一閃」

※本アプリの利用により、運転技能や安全性の向上を保証するものではありません。　※運転中の操作・利用は絶対に行わないでください。

運転免許保有者10万人あたりの交通事故件数を年齢層別に
みると、16～19歳、20～24歳が他の年齢層に比べ多い傾向
がある。また、衝動性の抑制を司る脳の前頭前野領域が成熟
するのが25歳以上であるため、若者は衝動的に危険運転をし
て事故を起こしやすいといわれている。「一閃」は若年層の運
転者による事故の低減を目的として開発された。
Hondaは安全運転を支える認知機能の一つである「必要な
情報に素早く注意を向け、不要な情報に惑わされずに判断す
る力」に着目。注意機能の評価・トレーニングの考え方をもと
に、短時間でも取り組みやすく、継続しやすいスマートフォン
ゲームという形で再構成したのである。認知トレーニングを
「続けたくなるゲーム体験」に変えている点が大きな特長だ。1
プレイは最短1分からと、隙間時間で気軽に取り組める。
ゲームの舞台は、ヤマタノオロチによって滅ぼされた都。プレ
イヤーは、敵となる妖を倒しながら都の再建を進め、最後に

はヤマタノオロチ討伐をめざすというストーリーになってい
る。ゲームが始まると、画面には妖と5つの矢印が横一列に表
示。妖の弱点を示す中央の矢印の方向に、素早く画面をなぞ
ると討伐が成功となる。
難易度は小学生でも取り組みやすい「易」、標準的に楽しめる
「普」、能力の高い人向けの「難」の3段階。長時間のプレイを
前提にしていないため、無理なく続けやすく、少しずつの積み
重ねを日々の習慣にしやすい。競争をあおるランキングはあえ
て設けていない。人と比べるのではなく、自分のペースで、自
分の変化を感じながら続けることを大切にしているからだ。
結果は成績の推移として、自分の積み重ねを振り返ることが
できる。
Hondaが「一閃」によるトレーニングの効果を検証したとこ
ろ、速度超過や急加速などの危険運転行動が有意に低減し
たことが確認された。
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